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本本技技術術のの特特徴徴・・従従来来技技術術ととのの比比較較

用用途途・・応応用用分分野野

研研究究者者特特許許・・論論文文

我々は、回転する永久磁石によって浮上・推進させるシス
テムを行っている。システムの浮上・推進に必要なものは、
レールに相当する導体金属板と回転する永久磁石のみであ
る。将来的には、再生可能エネルギーでの駆動が目標とされ
る。今回新たに2輪タイプの磁気浮上推進システム（MLB)を
開発した。磁気車輪には、浮上力強化と浮上高さ改善のた
め、ハルバッハ配列されたネオジム磁石を用いた。システム
を直進させる制御は、従来まで困難であったが、今回成功し
た。また、磁気車輪同士のねじれ角を瞬間的に変更すること
で前進から後進状態に切り替えることが可能である。この推
進システムは、機械のメカナムホイールと同様の横方向スラ
イド走行や前進、後進、右折、左折が可能で、すでにそれら
が可能であることを実験的に確認した。CVのオプティカルフ
ロー法で非接触の位置、速度、加速度の解析を行い、銅板
上の速度を計測した。解析の結果、レール長を長く取れば車
などに比べ少ない推進力でシステムを高速まで加速可能で
あることが明らかになった。
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我々は、超電導磁石を用いない2輪タイプの磁気浮上・推進システムを開発した。従来のリニ
アモータカーは、浮上・推進のための強力な磁場を発生する必要があるため、超電導磁石を使
用していた。しかしながら、超電導の利用は、メンテナンスの手間や装置のコストが大きい。

今回、新たに磁気車輪を2基使用した2輪タイプの磁気浮上推進システムを開発した。この推
進システムは、機械のメカナムホイールと同様の横方向のスライド走行や前進、後進、右折、左
折が可能である。

図図１１ 試試作作さされれたた2輪輪MLB

図図２２ CVででののオオププテティィカカルルフフロローー法法
位位置置推推定定にによよるる速速度度加加速速度度解解析析１１例例
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